
 7  　改善措置
 　(1)事故を引き起こした運転者に対し、面談と措置経過後の再確認

 　(2)各事故から見られる要因を全ドライバーに警鐘
            ける輸送に最善の努力を尽くす

8
       ３）輸送に関する情報の公表及び安全管理体制の維持遂行

 2　社内への周知

    (2)酒気帯運転・追突事故・積載事故の絶無

 4  .目標達成計画

９　令和元年度事故分析

６.安全に関する反省事項

令和６年４月１日　貨物事業部

     　１）安全輸送がわが社の根幹、社長及び全社員がお客様から安心頂

       ２）輸送に関連する各規程及び法令を遵守し、管理運営を行う

令和６年度運輸安全マネジメント目標

 1 　事故防止のための安全指針
       安全を確実に提供し、お客様に安心していただける輸送
       安心、安全輸送はわが社の根幹

目標項目 ６年度目標数値 ５年度目標達成

人身事故 ０件 ０件 １００％  　  「安全指針」を事務所・休憩室内に掲示すると共に全車両に、安

５年度結果

酒気帯び ０件 ０件 １００％    全運行手引き・緊急連絡網を備え付け安全意識の高揚に努める

追突事故
（軽微事故を含む）

０件 ０件 １００％
 3  .安全方針に基づく目標
    (1)人身事故ゼロの貫徹 全　事　故

(５年度９件）
対前年比１０％ 前年（４年度）１６件 １００％

自動車事故報告規則第２条
に規定する事故 ０件 ０件 １００％

    (1)安全運転警鐘講習会の実施

    (2)健康診断の全員受診 令和５年度事故分析

次年度へ対応及び対策

事故類型

事故総数　　　　９件

　事故総件数９件すべて単独物損
事故で９件中６件が後退中の事故
であったことから、目視確認と降車
しての安全確認の徹底を図る。

 5  .安全に関する情報交換
    (1)定期的に運転者と面談・声掛けの実施

    (2)運転記録証明書の定期的な交付申請

自動車事故報告
規則第２条に規
定する事故

０件

    (3)エコドライブによる経済運転の指導
    (4)乗務前点呼時の酒気帯びの有無、健康状態等の完全把握 項　目 各種件数

各種団体・協会等からの情報の開示・掲
示・伝達

　　に再度、目視での左方確認の徹底

株式会社　　 愛　和

　引き続き０件達成のため安心安全
輸送の徹底を図る

  (1)運転は慣れを払拭し、細心の安全注意を払う
  (2)単独事故が全件を占め、後退中の事故が6件と過半数を占めて
い

事故要因
①慣れ②見込み運転
③安全不確認

目視確認と降車しての確認の徹底

　 　るため見込み運転せずに目視確認の徹底

　(3)健康起因事故の防止

単独物損事故  ９件

令和６年度目標と５年度結果

  (3)左折時には、最徐行し左折するだけでなく、ハンドルを左に切る
前

情　　　報 安全情報の警鐘

人身事故　　　  ０件
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